


コルク対パルプボードのコースター：バー、ホテル、イベントバイヤーのための意思決定ガイド

Details
手短な答え： コルク対パルプボードのコースターの判断では、コースターがドリンクやゲストと一緒に持ち出されるなら、パルプボードを選んでください。例えば、忙しい生ビールバー、フェ
スティバル、一晩限りのプロモーションです。パルプボードは大量の結露を吸収し、フルカラーを鮮明に印刷でき、使用後は廃棄されます。一方、一枚で多くのドリンクを提供する場合や、
記念品として持ち帰られる場合はコルクを選んでください。例えば、ラウンジ、ホテルの客室、ウェディング、企業ギフトです。コルクは再利用するたびに、一回あたりのコストが下がるた
めです。

多くのバイヤーは、二つの見積もりの単価を比べてコルクかパルプボードかを決めています。それは誤った比較です。コースターは、ある会場では消耗品であり、別の会場では耐久性のある
備品です。見積書上で安く見える素材が、シーズン終わりには最も高くつくこともあります。ブランドグッズは大きく、厳しく監視される予算項目です。米国の販促製品ディストリビューター
は、売上高が $27.1十億（2025年の販売）[1]に達したと報告しており、そのため調達担当者は小さな品目でも正当性の説明を求められています。

価格だけで選ぶと、予測可能な失敗が起こります。公開されているバイヤーのレビューでは、どちらの素材も不適切な環境で失敗したことが記述されています。ある一人のイベントバイヤー
は、コルクボードのコースター一ロットが「ひどく反り、その後使えなくなった」と書き、紙製に切り替えたそうです。別の人は、薄い印刷コースターは「濡れたグラスを置くとすぐに丸まっ
てしまう」と述べています。逆に、ゆっくり飲むカクテルラウンジでパルプボードを配るバーでは、湿ってちぎれたマットを一晩に何度も交換することになり、コストもテーブルの見栄えも
損なわれます。これらは品質上の欠陥ではありません。素材が誤った用途に合わされていたのです。

本ガイドでは、判断を繰り返し可能にする方法を紹介します。吸水性、再利用回数、印刷品質、衛生、保管、そして実質的な一回あたりのコストについて両素材を比較し、それぞれを一般的
な会場タイプにあてはめ、大量発注の前に実施できるサンプル試験で締めくくります。
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コルクとパルプボードのコースターとは何か？
コルク には正式な定義があり、 ISO 633:2019[2] では、コルクをコルクガシ（Quercus suber L.）の幹と枝から定期的に採取される保護樹皮の層と定義しています。
コースターは、天然コルクシートから、または結合剤で接着された顆粒状のコルク（集成コルク）から切り出されます。樹木の伐採は行われません。ポルトガルのコルク協会によると、コル
クガシは約25年齢で初めて樹皮を剥がされ、その後 およそ9年ごとに、150年以上にわたって採取されます。[3].

パルプボード （ビアマットとも呼ばれます）は、圧縮された紙繊維ボードです。大量の液体を素早く吸収し、一回または数回の使用後に廃棄されるように設計されています。滑らかで明るい
表面が、強力なフルカラー印刷の基材となっています。

ハイブリッド品に注意してください。 「コルク裏打ち」のコースターは、通常、薄いコルクベースに接着された印刷済みのハードな天面です。固形コルクではなく、滑りにくい底面を持つハー
ドコースターのように振る舞います。見積もりを依頼する際は、供給業者にどの構造かを確認してください。吸水性、清掃性、再利用寿命はすべて構造によって変わるからです。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-sales-volume-estimate-promo-reaches-new-height-but-hampered-by-external-volatility/
https://www.iso.org/standard/67048.html
https://www.prnewswire.com/news-releases/cork-harvest-season-begins-across-portugal-marking-the-return-of-one-of-natures-most-regenerative-traditions-302778313.html


選び方：六段階の意思決定方法
コースター一枚あたりの使用回数を見積もる。 コースターが廃棄、破損、または持ち帰られるまでに、何杯のドリンクの下に置かれるかを数えてください。シフト中にコースター1.
を使い回すカクテルラウンジは、大半のコースターが最初の一杯で持ち去られるフェスティバルとは別の類型です。ゲストがコースターをお土産として保管する場合は、それを欠
陥ではなく、計画的な損失として計上してください。
水分負荷を把握する。 氷入りカクテルと生ビールは、持続的な結露やこぼれを生みます。ホットコーヒーは熱を発生させますが、水分はわずかです。パルプボードは、大量の短時2.
間の浸水に最もよく対応します。コルクは中程度の結露に耐え、使用の合間に乾けば回復しますが、どのコースターも防水と説明すべきではありません。
デザインに求められることを決める。 写真、フルカラー、細線のアートワークは、パルプボードの滑らかな表面で最も忠実に再現されます。コルクの多孔質の目はインクを鈍らせ、3.
細い線を途切れさせることがあります。一方、太いロゴや彫刻されたマークには適しています。方法ごとのトレードオフについては、当社の オリジナルコルクコースター ガイド
で扱っているため、この記事では繰り返しません。
一回あたりの全コストを算出する 単価の見積もりではなく、以下の計算式を用いて算出してください。4.
衛生管理と人件費を計画する。 パルプボードは清掃不要です。一杯につき一枚使い、その後は廃棄します。コルクは湿らせた布で拭き、風乾させる時間が必要です。使用中のコル5.
ク製品を対象としたリスボン大学の研究では、次の状態が記録されています： ワインとコーヒーによってコルクの縁が変色し、わずかに変形すること[4]、また乾燥したコルク粒に
よる明確な臭いも。洗浄だけでなく、ローテーションと廃棄も見込んだ予算を確保してください。
保管と再発注を計画する。 パルプボードは継続的に消費されるため、定期的な再発注と乾燥した保管が必要です。湿ったストックルームでは、テーブルに届く前に紙ボードが反る6.
ことがあるからです。コルクは購入頻度が低いものの、同じく乾燥した平らな状態で保管し、デザインの一貫性を保つために交換用の予備在庫を用意してください。

一回あたりの実質コストの計算方法
一回あたりのコスト（CPU）により、二つの素材を比較できるようになります：

CPU = (単価 + 準備費の按分 + 個あたりの送料 + 生涯の清掃費) ÷ 有効使用回数

ここで、 有効使用回数 = 計画使用回数 × (1 − ロス率)。パルプボードの有効使用回数は通常、1回から数回です。コルクの有効使用回数は、コースターが持ち去られずに残るかど
うか（残留率）によります。コースターが動かされずに置かれたままのホテルの客室では数十回使われることもありますが、ゲストがポケットに入れてしまうビアガーデンでは一回で終わる
かもしれません。

手早い近道は 損益分岐比率です。コルクの見積額をパルプボードの見積額で割ってください。コルクがパルプボードのR倍のコストになる場合、清掃の人件費を差し引いた後、コルクコース
ター一枚の有効使用回数がRを超えれば、コルクの方が有利になります。架空の単位で説明すると（実際の価格ではなく）、パルプボードが1単位、コルクが8単位だとして、コルクコース
ター一枚が毎晩3杯のドリンクを提供するラウンジでは、最初の一週間以内に損益分岐点を超えます。持ち去り率が80%のストリートフェスティバルでは損益分岐点に決して達しないため、

https://jp.zigpac.com/personalized-gifts/custom-printed-cork-coasters.html
https://repositorio.ulisboa.pt/server/api/core/bitstreams/e7bb4ddb-d97c-44ef-8e1a-c92f829e7a7b/content


そこではパルプボードが適切な選択です。

見落とされがちな調整は二つあります。第一に、ゲストが持ち帰るコースターは、働き続けるブランドの印象となります。PPAIとASIの業界調査では、販促製品は、 記憶されたインプレッ
ション一回あたりの炭素負荷が、デジタル広告の約八分の一であることが分かりました[5]。この調査はコースターを個別に測定したものではありませんが、ゲストによる持ち去りが必ずしも
コストとは限らない理由を説明しています。第二に、コンプライアンス対応もコストの一部です。紙製品は州の包装EPRプログラムの影響を受けやすくなっており、PPAIは 複数の州の
登録期限がすでに過ぎた後に[6]会員へ注意を促しました。特定のコースターがある州の定義に該当するかどうかは、ケースごとに確認する必要があります。

コルク対パルプボードのコースター：並べた比較

要素 コルク パルプボード
吸水性 中程度。結露や小さなこぼれを吸収します。長時間の浸水では防水ではありません。 高い。大量の結露や水滴を素早く吸収するよう設計されています。

飽和時 乾かせば回復します。薄い、または低密度のシートは丸まったり膨張したりすることがあ
ります。

軟化し、破れたり反ったりすることがあります。一般に、一度浸透してしま
うと再利用はしません。

再利用サイクル 密度、厚さ、ドリンクの種類によって多数。サンプル試験で確認してください。 一回から数回。

印刷品質 温かみがあり、やや控えめな色味。細い線やグラデーションは木目の上で途切れることが
あります。太いロゴや彫刻に最も適しています。 鮮明で明るいフルカラーと、写真のような細部の再現。

衛生モデル 拭き取り、風乾、ローテーションを行い、染みや膨らみのあるものは廃棄する。 原則として使い捨て。清掃の人件費はかかりません。

保管 乾いた平らな状態で保管。再発注の頻度は低め。 乾燥した状態で保管。湿った保管はストックを反らせる可能性があり、再発
注が頻繁になります。

ブランドの滞在時
間 長い。テーブルに残るか、記念品としてお持ち帰りされます。 短い。一杯、時には一晩限り。

サステナビリティ
の訴求 再生可能な樹皮の採取で、木は残されます。表示にはなお限定的な説明が必要です。 紙製で、地域の回収システムが受け入れる場合は多くがリサイクル可能。イ

ンクとコーティングが重要です。

規制の監視 バインダー、コーティング、インキには、それぞれ独自の文書が必要です。 食品接触用の紙・板紙に対するPFAS規制と、米国の包装EPRは強化さ
れつつあります。

最適な用途 ラウンジ、ホテルの客室、テーブルサービスのレストラン、ウェディング、企業ギフト。 大量の生ビールバー、フェスティバル、見本市、単発のプロモーション。

規制に関する項目は、特に輸出を行う企業やESGアンケートに回答するバイヤーにとって重要です。EUでは、REACHに基づくPFHxAの制限が 食品接触用の紙・板紙に対し、
十月10日、2026年から適用され、物質およびその塩については25 ppbです[7]。バーのコースターは自動的に食品接触物品となるわけではありませんが、購買担当者はPFASに

https://www.ppai.org/media-hub/joint-ppai-asi-study-finds-promo-among-the-lowest-carbon-impact-advertising-channels/
https://www.ppai.org/media-hub/joint-ppai-asi-study-finds-promo-among-the-lowest-carbon-impact-advertising-channels/
https://www.ppai.org/media-hub/sign-up-ppai-to-host-epr-compliance-webinar-nov-10/
https://www.ppai.org/media-hub/sign-up-ppai-to-host-epr-compliance-webinar-nov-10/
https://packaging-journal.de/en/pfas-has-now-banned-what-applies-to-paper-and-cardboard-from-now-on/
https://packaging-journal.de/en/pfas-has-now-banned-what-applies-to-paper-and-cardboard-from-now-on/


関する質問票を送ることが増えているため、紙・板紙のサプライヤーには、コーティングとインキを対象に「意図的に添加されたPFASなし」と表明するよう求めてください。

コルクについては、根拠のない環境表現を避けてください。FTC Green Guidesの 16 CFR § 260.16[8] では、「再生可能素材で作られた」という表示に対し、製
品全体（わずかな構成部品を除く）が再生可能でない限り、限定的な説明が求められています。合成バインダー、コーティング、ゴム製ベースを使ったコルクコースターには、その説明が必
要です。当社の製品ガイドでは、 コルクコースターについて正直に主張できる内容 を詳しく解説しています。

どの素材がどの会場に適しているか？

会場または用途 推奨 理由
大量のスポーツバーまたは生ビールバー パルプボード 結露が激しく、回転が速い。一杯ごとに一枚使うことで、テーブルを清潔に保てます。
カクテルラウンジまたはホテルバー コルク シフト中、コースターはテーブルに置かれたままになるため、見栄えが重要です。
ホテルの客室・スイート コルク 水分負荷が低く、再利用回数が多い。客室清掃で拭き取りとローテーションができます。
テーブルサービスのレストラン コルク テーブルを保護し、グラスの音を抑え、客席ごとに再利用できます。
醸造所のタップルーム 両方 注ぎ口ラインにはパルプボード、小売商品やお持ち帰り品としてはコルク。
フェスティバル、見本市、ローンチナイト パルプボード コースターの大半はその日のうちに持ち去られるか廃棄されます。フルカラーのキャンペーンアート向き。
ウェディングの引き出物と企業ギフト コルク 保管されることを前提に設計されています。耐久性のある記念品は、使い捨てではなく贈り物として受け取られます。
多くの会場では両方を併用しています。量とこぼれが最も多い場所にはパルプボード、滞在時間やイメージが重要な場所にはコルクを使います。この分け方は補充も単純にします。パルプボー
ドは定期補充のサイクルで、コルクは計画的にまとめて発注します。

発注前にサンプル試験を実施する

発注する予定の厚みで、両素材の無地またはプリント済みのサンプルを依頼し、実際の条件下で次の試験を行ってください：

結露試験： 各サンプルの上に店舗の定番アイスドリンクを45分間置き、取り除いて、乾いた後に平らさを確認してください。
繰り返しサイクル試験： 同じコルクのサンプルで結露試験を10回繰り返し、各サイクルの間に拭き取りと風乾を行ってください。反り、膨らみ、印刷の摩耗があれば記録してく
ださい。
汚れ試験： 赤ワイン、コーヒー、甘いミキサーをエッジに滴下し、10分後に拭き取って、結果を写真に撮ってください。
グリップ試験： 濡れたグラスを持ち上げ、コースターがグラスの底に貼り付くかどうかを確認してください。非常に薄いコースターでよくある不満点です。

結果は簡単な合否シートに記録してください。大量発注の前にこれを行うことで、「耐久性がある」という形容詞が根拠のある事実に変わります。コルクが合格し、先に進む準備ができたら、

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.16
https://jp.zigpac.com/personalized-gifts/custom-printed-cork-coasters.html


当社の オリジナルコルクコースターの注文を予期せぬ問題なく進める方法 に関するガイドで、プルーフィングと品質管理（QC）を扱っています。

FAQ
FAQ：パルプボードはコルクより吸水性が高いですか？

はい、短時間の大量の水分負荷に対しては高いです。パルプボードは大量の液体を素早く吸収するよう設計されており、だからこそ生ビールバーで使われます。コルクは中程度に吸収し、乾
けば回復するため、洪水レベルのこぼれよりも再利用に向いています。

FAQ：コルクコースターは何回再利用できますか？

一律の回数はありません。再利用寿命は、コルクの密度、厚さ、提供されるドリンク、そして使用の合間にコースターがどれだけ速く乾くかによって決まります。実際のサンプルで上記
の10サイクル結露試験を行い、染みや膨らみのあるものは廃棄の計画を立ててください。

FAQ：コルクコースターは食洗機で洗えますか？

避けてください。コルクは湿らせた布で拭き、より深い清掃には中性石けんを使い、平らにして風乾させてください。長時間の浸漬や高温は、コルクと印刷面の両方の寿命を縮めます。

FAQ：コルクコースターは食品に対して安全ですか？

コースターは通常、ドリンクではなくグラスの外側に触れます。規制当局は、コルクの食品接触を特定の枠組みで扱っています。欧州ではEDQMの 食品接触用コルク素材に関する技術ガ
イド[9] 、そして米国では 21 CFR § 177.1210[10]（これは容器の密封ガスケットに用いられるコルクを対象としており、コースターは対象外です）。どちらも、印刷された
コースターすべてを「FDA承認」にするものではないため、顧客が求める場合は、インキ、バインダー、コーティングに関する文書を依頼してください。

FAQ：一つの会場でコルクとパルプボードを併用できますか？
多くの場合、それが最良の答えです。バーのレールや回転の速いテーブルではパルプボードを使い、ラウンジの席、個室、またはお持ち帰り商品としてはコルクを使います。両方でアートワー
クを統一し、ブランドが一つのシステムとして見えるようにしてください。

FAQ：イベントの配布物にはどちらが適していますか？

大量のインプレッションを1日限りで得ることが目的ならパルプボードです。その後もデスクやコーヒーテーブルに残る記念品が目的ならコルクです。コースターを一度使うだけでよいか、
残してもらいたいかを基準に決めてください。

https://jp.zigpac.com/personalized-gifts/custom-printed-cork-coasters.html
https://www.edqm.eu/en/cork-materials-and-articles-for-contact-with-food
https://www.edqm.eu/en/cork-materials-and-articles-for-contact-with-food
https://www.law.cornell.edu/cfr/text/21/177.1210


重要ポイント
コルクは再生可能な樹皮であり、木材ではありません。 — コルクガシは、およそ9年ごとに、150年以上の生産期間にわたって採取されます（出典)
見積もりを比較する前に素材を定義する。 — ISO 633:2019（第三版）はコルクをQuercus suberの樹皮と定義しています。コルク裏打ちのハイブリッド
品は別の製品です（出典)
保管されたコースターは、広告として働き続けます。 — 販促製品の、記憶されたインプレッション一回あたりの炭素負荷は、デジタル広告の約8分の一です（出典)
紙製コースターは、化学物質規制の強化に直面しています。 — EUのPFHxA制限は、食品接触用の紙・板紙について25 ppbで、十月10日、2026年から適用さ
れます（出典)
コルクの「再生可能」表示には、限定的な説明が必要です。 — 16 CFR § 260.16は、バインダー、コーティング、ゴムが含まれる場合に適用されます（出典)
コースターの予算は、大規模で厳しく監視される流通経路の中にあります。 — 米国の販促製品ディストリビューターの売上高は$27.1十億に達し、その年は2025年でした
（出典)

結論
コルクかパルプボードかという問いは、どちらの素材が優れているかではありません。問うべきは、自社の会場で一枚のコースターが何回の使用に耐えるかです。有効使用回数を見積もり、
コルクの見積額をパルプボードの見積額で割れば、損益分岐比率がたいてい結論を出してくれます。すなわち、ボリューム、こぼれ、1日限りのキャンペーンにはパルプボード、滞在時間、
再利用、記念品にはコルクです。サンプル試験で選択を確認し、サステナビリティに関する表現も素材そのものと同じくらい正確に保ってください。

コルクがお客様の会場やプロモーションに適している場合は、当社の ロゴ、ウェディング、バーのブランディングに向けたオリジナルコルクコースターガイドをご覧ください。その後、アー
トワーク、数量、イベント日をお送りいただければ、お見積もりをいたします。
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